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概要  

6 世紀半ばに仏教が日本に伝来して以降、国内では仏像をはじめとした多くの木彫像が造像されて

きた。木彫像の調査は、従来形態的特徴の比較などから編年や分類が行われてきたが、近年その科学

的調査がより注目されてきている。中でも顕微鏡観察による樹種調査では、基礎的ではあるものの、

文化財の本質、材料、産地などを知ることにもつながることから重要視されている。樹種調査では、

文化財の背部や見えない部分などから、わずかとはいえ木片を採取する必要があり、そのことが文化

財調査の障壁となってきたケースも多かった。文化財は、数十年数百年のサイクルで適切な修理が行

われる必要があり、その修理の機会には、腐れや傷んだ部分を取り去り、新材に交換することも多い。

このような文化財修理は、樹種識別のために必要な剥離片が得やすい絶好の機会ともいえ、文化財修

理所との共同研究を行うことで、樹種データベースの獲得、樹種情報のフィードバックが可能となる。

また修理における新材選択にも、有益な情報を付与できることから、非常に重要な機会であるといえ

る。本研究では、滋賀県大津市に位置する楽浪文化財修理所より送付された、木彫像修理中に得られ

た木片を樹種調査に供した。その識別結果より行った若干の考察と展望を示したい。 

 

1．はじめに 

文化庁によると日本では、建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書、考古資料、歴史資

料などの有形の文化的所産で、我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価値の高いものを総称して有

形文化財と呼んでおり、このうち建造物以外のものが総称して美術工芸品とよばれている。これらの

1 万点近い美術工芸品の中で彫刻は約 3 割弱を占めており、中でも木彫像はその 9 割を占めているこ

とからも、木と日本人との強い関係が見て取れよう。 

このように木の文化を誇る日本では、古くより建造物や木彫像などをはじめとした文化財におびた

だしい数の木材が使用されてきているが、それらの文化財は、一切手を加えられずに今に伝わってい

るものは少なく、劣化部位を幾度も修理されて今に伝わっている。特に、仏像をはじめとした木彫像

について、造立時の形・姿のまま残っているものは少ない。多くの人々の手により修復が繰り返され
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てきたことで、今我々がその姿をみることができるのである。 

さて日本では、平安時代以降の仏像の樹種識別研究が体系的に行われてきた 1-3)。これにより、8-10
世紀頃の仏像彫刻（一木造り）の多くがカヤによる造像であることが科学的に解明され、美術史や宗

教史に重要な知見がもたらされた。一方、神道における彫刻である神像の樹種調査はその彫刻の特異

性によりこれまで後回しにされるきらいがあったが、近年美術史の研究者らとの共同研究により徐々

に進めることができつつある 4-7）。その結果、仏像彫刻との材料比較や、樹種調査により世界に散逸し

た神像群のグループ化を行うなど（未発表）、美術史における重要な知見が得られつつある。 

周知のとおり日本の仏像彫刻は、インドから東アジア各国を経由して伝わったものであり、そのル

ーツである東アジア各国における木彫像の樹種には、日本における仏像彫刻の歴史的側面を知る上で

の重要なヒントが隠されている可能性が考えられる。そこで、近年東アジアの木彫像が多く保管され

ている欧米の美術館と共同で、中国を中心とした地域の仏像の樹種を調査してきた 6, 7)。その結果、現

在までに、各国でユニークな樹種選択が行われている知見が得られてきており、日本との相違を知る

ためにも現在データの拡充を進めているところである。このように木彫像における樹種調査は、単に

修復のために樹種を知るという目的達成のためだけではなく、木彫像の歴史的側面の解明にも役立っ

てきているのである。但し、これまでの調査は主に国宝・重要文化財に指定されているような著名な

文化財が比較的多く、各地方で大事に守られてきている数多くの木彫像については、今後の調査が課

題となってきていた。 

ところで、樹種を知るためには、文化財の背部や見えない部分などから、わずかながら木片を採取

し、薄片を作成して顕微鏡で観察する必要があることから、そのことが文化財調査の障壁となる事例

が多々あった。もちろん、木材解剖学者も、識別手法の開拓などを進めてきてはいるが 5, 8-10)、例えば

放射光 X 線を用いたμCT 法では施設利用は申請ベースであるなど、現在のところ顕微鏡観察が最も

多く利用されやすい手法である。そのための試料を入手できる絶好の機会となるのが文化財修理時で

ある。修理時に文化財を傷つけることなく得られる僅かな木片は、樹種を知るための試料として、非

常に有益なのである。本研究では、地方で大事に守られてきている文化財の修理にも携わっている楽

浪文化財修理所より依頼をうけ、木彫像の樹種調査をすすめた。木彫像について樹種識別することで、

文化財の素性解明、修理への知見フィードバック、そして日本における木彫像樹種データベース拡充

に役立てることとした。 

 

2. 試料と方法   

今回調査に用いた試料は、楽浪文化財修理所で修理が行われた石川県、神奈川県、福井県、大阪府、

京都府、滋賀県、徳島県、広島県、岡山県、山口県、兵庫県の計 46 体の木彫像(仏像や狛犬など)から

修理時に得られた木片である。本論文は、地域・年代における木彫像に使用された樹種について、考

察したものであるため、個々の木彫像名や寺社名についてはあえて明記しない。これらの木彫像は、

その種類、構造（一木・寄木）や年代（平安時代から江戸時代）も多種多様であった。合計 46 点の試

料は、楽浪文化財修理所の担当者により、修理の際に採取された。試料は生存圏研究所にて、水で軟

化させたのち、両刃および片刃カミソリを用いて三断面切片を作成した。その後エタノール：グリセ

リン＝1：1 とともにホットプレートで加熱して薄片内の気泡を除去し、ガムクロラールで封入を行っ

た。完成したプレパラートを用いて木材組織の光学顕微鏡観察(オリンパス BX51 使用)を行った。観

察される解剖学的特徴により、木材の属レベル（時には種まで）の識別が可能である。 

 

3. 結果と展望 

調査を行った計 46 体の木彫像(仏像や狛犬など)には、多い順にヒノキ（Chamaecyparis obtusa）、ア

スナロ属（Thujopsis dolabrata）、サクラ属（Cerusus sp.）、カヤ（Torreya nucifera）、ツガ属（Tsuga sp.）、
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ケヤキ(Zelkova serrata)、クスノキ(Cinnamomum camphora)（ただし、ヒノキかアスナロ属かに絞れな

かったものも 2 点あり）が使用されていたことが判明した（表 1）。都道府県単位で木彫像に使用され

た樹種とその数量を 3D maps にて表示したものが図 1 である。我々グループはこれまでも国内の様々

な木彫像に使用されている樹種を調査してきており、ヒノキ、カヤ、ケヤキ、サクラ、クスノキとい

った樹種は比較的木彫像でおなじみの樹種と言えるが、今回の調査での最も興味深い点は、図 1 のよ

うに北陸（福井県・石川県）や滋賀県においてアスナロ属による造像例が多いことであった。 
実際に、我々がこれまで北陸地域の様々な歴史的建造物に使用されている部材の樹種調査をしてき

た中で、例えば福井県嶺北地方では丸岡城 11)や瑞源寺 12)などをはじめとした寺社仏閣、嶺南地方では

国宝にも指定されている明通寺 13)、また石川県の総持寺 14)や金沢市の町屋群（未発表）などで、アス

ナロ属の多用を明らかとしてきた。寺社仏閣などの建造物にアスナロ属が多く使用されていたことか

ら、木彫像についてもアスナロ属が多用されている可能性もあるかもしれないと推察していたが、今

回の木彫像の樹種調査から、アスナロ属が北陸地方で重要な彫刻材の一つとして認識されていた可能

性が示唆された。特に、表 2 に示すように、時代ごとの樹種の変遷を見ると、平安時代から江戸時代

まで継続してアスナロ属が使用されていることからも、北陸において古くから継続してアスナロ属が

重視されていたことが推察される。また、平安時代にサクラ属による造像が複数例みられるが、平安

期におけるサクラ属をはじめとした樹種による造像の流れについても今後まとめていきたいと考えて

いる。 

 

 

図 1：調査地（都道府県単位）で木彫像に使用された樹種とその数量を 3D maps にて表示したもの。

（株式会社ゼンリンの承諾を得て掲載） 
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我々生存圏研究所のグループは、公益財団法人美術院国宝修理所と修理時における文化財の調査協

力を交わしており、これまでに国宝や重要文化財を中心に、延べ計 300 点を超える木彫像調査を進め

てきた 15)。その中で、アスナロ属と識別されたものは 3 点のみであり、それらは北陸以外の地域のも

のであった。調査済みの計 300 点はその多くが関西地域に集中しており、北陸地方の調査事例は数点

（福井県の事例でヒノキ）のみであった。もちろん、本研究結果は、楽浪文化財修理所から依頼をう

けた 46 体の調査結果をまとめたにすぎないが、アスナロ属の木彫像が北陸地域を中心に 10 躰確認で

きたことは、当該地域における木彫像の用材観を知る上で重要な知見である。今後、科学的な年代測

定なども視野にいれることで、樹種の地域差、時代的変遷などを追っていきたいと考えている。 

 
表 1：楽浪文化財修理から依頼をうけた木彫像 46 躰における、都道府県と使用樹種のまとめ 

 

 
 
表 2：楽浪文化財修理から依頼をうけた木彫像 46 躰における、使用樹種の時代的変遷 
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都道府県/樹種 Thujopsis
dolabrata

T. dolabrata or
C. obtusa

Torreya
nucifera

Cinnamomum
camphora

Zelkova
serrata Cerasus sp. Tsuga  sp.

Chamaecyparis
obtusa 総計

神奈川県 1 1
石川県 4 1 5
福井県 2 2
滋賀県 3 2 1 3 5 14
京都府 1 2 6 9
大阪府 1 1
兵庫県 1 1
徳島県 1 1
岡山県 4 4
広島県 2 4 6
山口県 2 2
総計 10 2 2 1 1 5 2 23 46

時代/樹種
T. dolabrata
or C. obtusa

Torreya
nucifera

Cinnamomum
camphora

Zelkova
serrata

Cerasus sp. Tsuga  sp.
Chamaecyparis

obtusa
T. dolabrata or C. obtusa 総計

平安時代 3 1 5 2 14 2 27
鎌倉時代 1 1 3 5
室町時代 2 2
安土桃山時代 1 1
江⼾時代 2 1 1 5 9
不明 2 2
総計 10 2 1 1 5 2 23 2 46
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